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1． はじめに 

原発事故から 12 年が経過し、福島県内被災地の復興は、農地や居住地の再生や再建の側

面で様々な困難がありながらも着実に進んでいるが、一方で、県域の 70％以上をしめる森

林は居住地域周辺を除いては除染事業の対象にならず（環境省, 除染関係ガイドライン第 2

版, 2018）、大半の地域で当初降下・沈着した放射性物質が自然のプロセスでの減少に委ね

られている。このため、森林域では依然、様々な形態で半減期が長い放射性セシウム 137

（137Cs）が残存し、低線量であるが被ばくのリスクは継続している。2024 年度開始を企図

した科研費の研究内容は 5 つの実施項目から構成されていた。1）森林生態系内の放射性

物質の現存量 ・空間線量の分布を把握、2）想

定される森林内での人の活動について被曝線

量の測定 ・モデルの構築、3）人以外の動植物

のハビタット情報から動植物の被曝線量の推

定、4）山菜・ジビエによる人の摂食による内

部被曝線量の推定、5）調査で得られた情報を

データベース化、森林に関わる被ばくに関する知見をわかりやすく説明できる素材を作

成し、住民・自治体とリスクコミュニケーションの実践。本年度、京都大学財団からの

助成を得て、上記のうち 1）と 3）に関する予備的な調査を行い、並行して科研費の計

画を練り直し、新たな提案書（調書）を作成・申請した。 

 

2． 森林内空間線量率の連続測定 

2．1 調査地と観測方法 



科研費の計画では、調査地である福島県相馬郡飯舘

村小宮（図-1）に位置する森林に調査サイトを設け、森

林内の放射性物質の現存量、空間線量の分布を把握し、

その時間変動を計測することを想定していた。森林は

壮齢のスギ人工林で、草本の下層植生が疎に生育して

いる。調査地が位置する飯舘村南部について福島県が

公表している空間線量率は 2024 年 4−5 月の調査で

0.6-0.8 Sv/h である（福島県, 2025）。 

本年度は計画している森林内での空間線量の空間

的分布と連続測定の手法の確立のため、複数のデータ

ロガー付き空間線量計を林内に設置して予備調査を実

施した。空間線量計は Polimaster Europe UAB 社製

Electronic Dosimeter PM1211 で、同じ機種の 3 機の

空間線量計を林内の斜面上部と斜面下部の 2 カ所に設置した。斜面下部では地表 5 cm と

120 cm の高さ（図-2）、斜面上部は地表 5 cm に設置し、1 時間に 1 回の測定が行われるよ

うに設定した。加えて、斜面下部の観測点では地表から 120 cm の高さで気温と相対湿度を

測定した 2 カ所間の距離は約 20 m で、斜面の勾配は 5 度程度である。 

2．2 空間線量の時空間変動とその考察 

5cm

120cm

空間
線量計

気温・
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図-2斜⾯下部における空間線量計、
気温・相対湿度計の設置状況



 2024 年 12 月 23 日から 2025

年 1 月 31 日の上記 2 カ所、3 点

における空間線量率の観測結果

を、原位置における気温、相対湿

度とともに示す（図-3）。図中の

降水量はアメダス（観測点：飯舘）

の観測値である（気象庁, 20205）。 

 斜面下部の観測値から、地表 5 

cm 高での空間線量率は 120cm

高のそれよりも 0.1Sv/h 程度高

く、地表 5cm 高の値は斜面上部

の方がわずかに高いことが分か

った。 

 全ての観測点で、2025 年 1 月

6 日以降に 0.1Sv/h 程度低下し、

15 日間程度でそれ以前のレベル

に戻る変化が見られた。この低下

の原因として考えられる事とし

て、積雪の影響が考えられる。降

水量と気温の変化から、1 月 6 日

から 5 日間にわたって降雪があ

ったことが分かる。この間に積雪

が地表面を覆っていて、土壌から

の放射線がそれによる遮蔽によ

って低下していたことが推察さ

れる。斜面下部の 120cm 高にお

ける空間線量率の変化は 5cm の

それと呼応していた。斜面上部でも地表近くで下部と同様の変化が見られることから、積雪

による遮蔽の影響は、少なくとも観測していた 2 地点を含む範囲では等価的にあったもの

と推測できる。 

以上のように、林内の環境変動に対する空間線量率の変化の詳細が観測可能であること

が確認できた。この観測のような時間分解能の森林内の空間線量率の測定はこれまで殆ど

なく、空間線量率分布に関する新たな知見が得られることが示された。 

 

3. 森林土壌動物の土壌内における放射性セシウム（Cs）の分布形成への影響について 

3．1 穿孔性土壌動物（ミミズ）の観察 



 森林土壌中で、放射性 Cs の分布の形成過程に土壌動物の活動が影響することは容易に推

測できる。そのため、本年度は代表的な土壌動物で穿孔をしつつ、土壌の移動を行うミミズ

の生態に着目し、放射性 Cs の輸送実態に関する予備調査を行った。調査は上記空間線量率

の調査を実施した飯舘村小宮に加えて双葉郡葛尾村の森林で実施した。後者は落葉広葉樹林

であった。 

3．2 土壌・ミミズ試料の採取方法 

1) ライナー採土器による土壌サンプリングおよび土壌薄片の作成 

土壌構造の観察を目的として、長さ 30 cm

のライナーに土壌を採取した（図-4）。武田

（1986）の手法を用いて土壌薄片を作成した。

まず、採取した土壌試料は、乾燥させたのちポ

リエチレングリコール樹脂を空隙に充填して

固め、その後に、鉛直方向に 5 mm 厚でスラ

イスし、土壌薄片を作成した。 

土壌薄片に対してオートラジオグラフィ解

析を実施し、放射性物質の分布を定量的に評

価した。 

2）ミミズの採取 

調査地の表層 3cm の土壌を熊手でさらい、土

壌に生息していたミミズを採取した。飯館村で

2 個体、葛尾村で 4 個体採取した（図-5）。採取

されたミミズはポリエチレンの保存袋に土壌・

落葉とともに入れ、保温バックを用いて実験室

に持ち帰った。ミミズを種同定した結果、両調

査地でサクラミミズとフキソクミミズがみら

れた。試料は乾燥させたのち、ゲルマニウム検

出機による 137Cs 濃度の定量と、オートラジオ

グラフィ解析による CsMPs （放射性セシウム含

有微粒子）の検出を実施した。 

3．3 土壌薄片の観察 



土壌薄片を作成することで、土壌中の生物の活動痕を破壊す

ることなく観察することができた（図-6）。オートラジオグラ

フィの画像から土壌表層で放射能濃度が高いことがわかる。ま

た、生物の活動痕の周囲で放射能濃度が高くなっている部分が

あることが確認された。 この結果から、土壌内での生物の移

動などの土壌が攪乱され、表層近くにあった放射能濃度が比較

的高い土壌材料が下方へ移送される可能性があることが示唆

された。また、CsMP も, 表層付近に集中して分布している一

方、下層に移送されていることが確認された。加えて、下層で

見つかった CsMP は土壌動物に

よって形成されたと見られる空

隙付近に位置していた。 

 ミミズの個体全体の 137Cs 濃度を図-7（上段）に示す。ミミ

ズ個体の消化管 （内容物を含む）の 137Cs 濃度は 6.8〜31.6 Bq/g

（下段、オートラジオグラフィによる）で, 土壌からの移行係

数は 0.18〜0.48 であった。このことは表層近くから 137Cs 濃度

の高い土壌材料を下方に輸送する可能性があることを示唆し

ていた。また、濃度が高かったある個体の消化管からは CsMP

が検出された。土壌下層にあった CsMP が、土壌動物が作っ

た空隙付近にあったことを併せて考慮すると、ミミズが CsMP

を下層に移送していた可能性も示唆される。  
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